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余光弘著『婚宮の寺廟』
丸山　　宏※
　本書は，台湾海峡に位置する膨湖島の馬公（婚
公）の都市発展と寺廟変遷に関するモノグラフで
あり，膨湖島出身の気鋭の若手人類学者による中
国民間宗教研究の最新の成果である。女馬宮には銅
山館，提標館という二つの廟があるが，これらは
末字が館であって，普通の廟のように宮，殿，府
ではないのは，どうしたわけか？この疑問が研究
の出発点である。台湾に寺廟誌は数多くあるが，
それぞれの廟が無関係に羅列され，地域の全体像
がよくわからない場合が多い。著者は上の疑問を
解くうちに，婚宮の廟の変遷は，婚宮のマクロな
人口動態と支配的な社会集団の勢力交代と密接不
可分の関係にあることをテーマとする専書を完成
させた。
　本書には，清初に官吏の力で公廟が，そして，
駐屯した兵たちの伏館廟が，さらに清末に士紳の
手で角頭ごとの廟が，日擦以後は大量の仏寺が，
この順序でこの島に盛衰交代して行った歴史が，
目配りのよい徹底的文献・口承調査を通じて記述
される。
　著者の挙げる廟の変遷の例を紹介しよう。最も
古い婚祖宮は，施瑛の台湾平定に婚祖が神助を与
えて以来，清朝から保護され，日擦時期も衰えな
かったが，光復後10年間軍隊に占用され，礼拝に
来た婦女を軍人がからかうなど公廟として窮境に
置かれ，居残った軍人0）家族は1979年廟が第一級
古蹟に認定されても動かず，ε2年にやっと立ち退
いた。出火の後に，85年に改築された。廟の管理
制度も，従来三つの地区（甲）の輸管で事勿かれ
主義により不振であったところを，86年より南甲
の専管とし，その年3月は漁民の多い南甲主導で
海巡が行なわれ，これに参加した船は難に遇わな
いとの婚祖霊験言寧が新たに流布し始め，次第に活
況を呈して来たという。
　館の字のつく廟があるのは，清朝が台湾の治安
を維持するために，福建沿岸から班兵として，出
身地の異なる兵を大量に集めて，交通軍事の要所
である膨湖島に駐屯させ，それら兵の拠り所と
なった伏館が，各地の兵が自らの神を祭祀する廟
としても機能したことに由来する。興味深い変遷
をしたのは銅山館の場合である。銅山館は，銅山
出身者の会館とも言える施設で，日擦時期には郵
便局，役場となったが，婚宮と銅山の交易で繁栄
し，不動産を多く保有した。この館は銅山船戸の
資助で改修され，主神の関聖帝君の像も本籍地か
ら運ばれて来た。終戦近くに日本軍が外国船入港
禁止令を出し，銅山との往来は絶たれ，戦後しば
らく回復したが，すぐ国共対立でまた往来できな
くなった。48年重修以後は，銅山武聖殿と改名し，
銅山の地縁性のみを強調せず，婚宮人の廟として
存続をはかる方向を取ることとなったという。
　本書には，台湾海峡に浮かぶ島の寺廟が，歴史
の変動に残酷に翻弄されながら変遷する様態が，
現地出身の人類学者によって，見事に描かれてい
る。台湾の漢人社会における廟の意義について，
実証的な研究がより多くなされ深められる必要が
あるが，本書は参考にすべき所の多い貴重な成果
を挙げていると思われる。
　なお本書では，各種の寺廟が市鎮に存在し，そ
れらが全体で一つのゆるやかな民問宗教の「体
系」をなしているとされるが，この点をより明確
にするためにも，本書の中では主要なテーマとさ
れなかった伏居道士，小法（法師），童占Lなどの
宗教職能者の問題や，徹礁，普度などの儀式本体
の問題が，寺廟変遷史と密接に関係づけられて考
究されることが望まれる。
　『婚宮的寺廟　馬公市鎮襲展輿民間宗教愛遷之
研究』
　中央研究院民俗學研究所　専刊乙種　第十九號，
1988。
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